
関東演劇研究大会報告（演劇部）（1/25～1/26） 

 1/25(土)～26(日)，静岡県富士市のロゼシアターにおいて，第 55 回関東演劇研究大会が行われました。 
竜ヶ崎二高は初日の６番目に上演し，優良賞を頂きました。本当にたくさんの方々の支えのもと，大きな
舞台に進むことができ，生徒たちも連日よく頑張りました。改めて感謝申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

〔県大会後，上演についての感想を本校生徒がまとめました〕 
私達、竜ヶ崎二高演劇部は「アニー・ローリー」という作品を上演しました。 
今回の作品は“歌で繋がる心”が私たちのテーマでした。アニー・ローリーでは２つの時代が描かれてい

ます。そのうちの一つ昭和は、第二次世界大戦が勃発し、人と人が協力し合った時代。もう一つの平成は、
ネットが普及し、画面上では繋がるものの、心同士の繋がりが薄れつつある時代と言えます。 
近いはずなのにとても遠いこの２つの時代を、どうやって表現すればいいだろうか、どうやったら歌で

心を繋げられるのか。大会が近付いてくるほど焦りが増し、練習が上手くいかない日が増えましたが、部
員全員が「良い作品を作り上げたい」という熱意に変わっていき本番を終えることが出来ました。 
今回の経験を生かし、また次の部員達にこの熱意を伝え、繋げていきたいと思います。 
※本感想は 2020 年３月 31 日発行の『演劇創造茨城』にも掲載されます。 

 



 大会の様子や雰囲気が，写真から少しでも伝わりましたら幸いです。 
 
 
                       左から「みすず・緑・厚子」という女学生です。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            「男」の出征シーン。 
                             時代背景を演出しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  上演後，楽屋の前で集合写真を撮影。 
 
 
 
 
 
 


